
＜西日本地域での被災状況＞
　・128地点で48時間雨量が観測史上最多を更新
　・14府県で死者224人（その他行方不明8人）
　・損壊家屋2万戸以上

＜岡山県の被災状況＞
　・県内10河川で18か所が決壊
　・避難者2万5千人以上

＜甚大な被害を受けた倉敷市真備町の被災状況＞
　・高梁川水系小田川が決壊し、最大浸水深が5m
　　に達する大規模浸水が発生
　・浸水による被害は、住宅、公共施設（病院・学校
　　等）のほか、農地に及んだ【写真１ 倉敷市真備町における浸水状況】

画像出典国土交通省 中国地方整備局 高梁川・小田川緊急治水対策河川事務所

ホームページより https://www.cgr.mlit.go.jp/takaoda/index.htm

河川工事の河道掘削で発生する残土のうち良質な砂質土

を客土することで、従前比較的粘性土分の多いほ場整備

計画地に優良な畑地を整備

【写真２ 小田川合流点付替えの計画】

【事業概要】

事業名称：農地耕作条件改善事業（農林水産省補助事業）

事業実施主体：岡山県倉敷市

ほ場面積：10.1ｈａ（102区画）

整備内容：区画整理（ほ場、道路、用排水路） 暗渠排水

事業費：401,100千円（R4.3時点）

【写真３ ほ場整備実施後の様子】

平成30年7月5日～7日にかけて、梅雨前線の活発な

活動が続き、西日本の広範囲に大雨をもたらした。

◇災害概要

◇復旧・復興：緊急的な河川改修事業の実施と併せてほ場整備を実施

・現在、小田川合流点付替え、堤防強化や堤防

断面の拡大など、河川改修工事が進行中。

〇西日本地域での被災状況

・128地点で48時間雨量が観測史上最多

（当時）を更新

・14府県で死者224人（その他行方不明8人）

・損壊家屋2万戸以上

〇岡山県の被災状況

・県内10河川で18か所が決壊

・避難者2万5千人以上

〇甚大な被害を受けた倉敷市真備町の被災状況

・高梁川水系小田川が決壊し、最大浸水深が5mに

達する大規模浸水が発生

・住宅、公共施設（病院・学校等）のほか、農地も

広く甚大な被害を受けた

岡山県倉敷市真備町

平成30年7月豪雨 －岡山県倉敷市真備町－

・併せて河道掘削残土を活用した周辺農地の

ほ場整備も実施され、地域の復興が着実に

進んでいる。

岡山県倉敷市真備町における浸水状況（平成30年７月８日（日）撮影）







令和３年災害 道路（愛媛県宇和島市）

被災直後

復旧後

令和３年７月豪雨により、道路法面が崩壊

法面とともに路体も流出し、路盤が浮き危
険な状況となった。

道路法面をブロック積工にて復旧し、路体を
転圧の後、路盤を補修

愛媛県宇和島市



令和３年災害 農地（高知県梼原町）

被災直後

復旧後

令和３年９月に発生した台風９号により、
農地法面が被災し、水田貯留機能を喪失

農地法面を転圧、整形の後、植生工を実施
併せて、畦畔築立により水田貯留機能を回復

高知県梼原町



令和３年災害 ため池（鳥取県北栄町）

被災直後

復旧後

令和３年７月豪雨により、ため池堤体が被災
下流域に貯留水が流出

ため池堤体を補強の後、被覆工により復旧
洪水吐、取水工の機能回復を併せて実施

鳥取県北栄町










